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England南 西 部Dartmoor地 方

の花闇岩地形

池 田 碩*

GraniteTopographyoftheDartmoorareaSouthWestEngland

HiroshiIKEDA

1.は じ め に

England南 西 部のDartmoor地 方 は,花 商岩 地形 の研 究地 と して知 られ,特 に この

地方での俗称 か ら地形学 用語 とな ったTor(岩 塔)の 研究地 と して著名で あるD2).

これ まで筆者 も日本3)4)5)を 中心 に香港 ・韓 国6)・U.S.A.7)8)9)の 主 と して 花w岩

地域の組織地形 や気候地形 を調査 してきた.

筆 者は,そ れ らの地域の調査中 にDartmoor地 方 での論文を読み,ぜ ひ現地 を訪ずれ,

比 較研究 を行 ないたいと考 えていた.そ のチ ャンスが1987年 の夏 にかなえ られた.短 期の

訪 問であ り,本 格 的な作業 を行 な う予裕 はなか ったが,今 回の調査 時に得た資料 と観察の

結果 は,こ れまでの調査地域 の地形 との対比 や,こ れか ら調査 を行 な う地 域の地形を考え

る場 合の重要 な指標 となる.

このためDartmoorに 関 す る主要な既存の研究の紹介 と,筆 者の今回の観察を整理 し,

本 論と して報告 して お くことに した.

2.Dartmoor花 嵐 岩 地 域

Cornwa11半 島 の中央部Devon県 に 属す るDartmoor地 方 は,北 緯50.30'・ 西 経

4.10'を 中 心 に広が り,そ の東方 にはExeter,西 南 方 にはPlymouthの 両 都市 が位

置 して いる.

Cornwal1半 島 には,そ の 主軸 方向 に い くっ か の花 簡岩Domeが 塊 状 に分布 して い

る10)11)12).こ の うちDartmoorの 花 商岩地域 は,東 西約30km・ 南 北約40kmの 楕 円形 状 に

広が る最大規模のDomeで あ る(図 一1).

Dartmoorの 花 商岩Domeの 最 高地点 は,1894F(621m)を 示 し全体 と して は波浪

状の高原 地形の状況を呈 してお り,そ こに は600m～400mの 高 度 に侵 食面 が発 達 して い

る.

この一 帯はDartmoorNationalParkに 指 定 されて お り,さ らにその 一部 は軍 用地

と して,DangerAreaに 指 定 され,立 入 り不可能の地域 となって いる.し か しこの 地域

の地形や地質の特徴 を把 握す るための調査 には支障は ない.

道 路に沿 う開発の進 む ところでは,一 ・般 に小 起伏群の中腹一帯が羊や山羊時 には牛馬の

放牧地に,小 起伏 が接す るよ うな緩 やかな谷間 地は畑地 に利用 されて いる.

*地 理学研究室(昭 和62年9月30日 受理)



118 奈 良 大 学 紀 要 第16号

GεNERAUSEOPしANATION

SURFACES

.Usuallyabove1000feet

匿 ヨU…"y7・ ・-1…f・e・

[2ヨ69・f・ ・t・h・・e"ne

Coastalplateau.Summits
usually200-450feet

謬 6

皇

EXMOOR

BODMIN
_三 三MOOR
≡垂 ≡垂..』 一

}

DARTMOOR

……と望食 ＼_

劃}身

S』

N

▲
T
l

ノ、
}

＼

1
2

へ
`》零
・

9
、

舞

噂轟
　　…　　

翻
≧

=　

5

01020M61e5
-

01U20

DARTMOOR

Fig‐1:Thegeneraliseddistributionofplanationsurfaces.(K.Gregory)

図 一1:Cornwal1半 島 のGraniteDomeの 分 布 と 地 形 分 類
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Fig‐2:Ageneralisedprofile(K.Gregory)

図 一一2:DartmoorのGraniteDomeを 中 心 と した模 式 地 形 断 面

高 原 上 で 小 起 伏 を 点 在 さ せ る 花w岩Domeに は,こ れ ま で の 研 究 の 結 果 図 一1,

2に 示 さ れ る よ う に,大 き く2段 の 侵 食 面 が 存 在 し て い る.

図 一

その うち,高 位 の面 はEarlyTertiary期 に 形成 か れ た もの と され,そ の 後Mid-

dleTertiary期 に 隆起 の 後,さ らに低位 の 面がLateTertiary期 に 形 成 され た とい

う.

そ の頃の侵 食基準面 であ る海岸線 が,花 南岩Domeの 周 囲 を と りま く690F(210m)

付 近 の崖下にあたる とされている.

っ まり,Dartmoor花 陶 岩Domeの 地 形 の概 形 はTertiary期 と い う大変 古 い時期

に形成 された もので ある.

しか も,そ の頃 の気候 は現在 よ りもはるか に温暖湿潤 な亜熱帯 ～熱帯の状 況で ,植 生 も

現在 のIndo-MalayaTypeの 状 況であ った とい う.

そ のよ うな環境下 の花陶岩 は,最 も地表下での風化作用 を進めやす いため,厚 い風化層

を形成 して い ったと考 え られて いる.

と ころがPleistceneに 入 った200万 年 前 か らは,ま った く逆 の極 地 的で 寒冷 な気 候
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Fig‐3DistributionofgranitetorsonDartmoor

図一3:ダ ー トモアにおける トアの分布図(J.ParmerandR.A.Neilsonに よる)

へ と大き く変化 した .そ うして氷期 には,Englandの 北 部 か ら中部 にか けて は大 陸氷 河

におおわれた.

Dartmoor地 方 は,IceSheetに は おお われ な か った もの の ,Tundra気 候 地 域 の

よ うな環境下 におかれ た.樹 木 は無 くな り,地 表 はSolyfluctionを 盛 ん に受 け ,Wind

erosionも 加 わ り,熱 帯気候 環境下で形成 された花商岩の深層風化層は ,徐 々に侵食 され

て い った.

その結果,厚 い風化層の下部で,周 囲 より風化が お くれて いた部分が ,地 表 に現 われて

岩塔 状 に突 出す よ うにな った のがTorで あ る とい う.Dartmoor地 方 のTorは,
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図一3に 見 られるよ うにほぼ全域 にわた って分 布 して い る13).そ の よ うなTorの 分 布

か ら,Dartmoorの 地 形 はD.L.Linton14)等 の 研 究 に よ って,前 記 した よ うな気 候 変

化 を通 して形成 され た2輪 廻性の地形15)16)17)18)であ るとされたので ある.

で は,一 連の花商岩地域 にあって,深 層風化層中 に風化の速度差が生 じるの はなぜだ ろ

うか.そ れは,ほ ぼ同質の花w岩 といえ ど,広 い地 域の 中で はJoint(節 理)の 密度 に

差 が生 じて いるか らで ある.

卿
(a)(b)(c》

Fig‐4:Stagesintheevolutionofagroupoftors,illustratingtheimportance

ofjointspacing

図 一4:花w岩 の 風 化 と トア(岩 塔)の 発 達(D.L.Lintonに よ る)

(a)花 商 岩 の 地 表 下 でのjoint密 度 差 を示 す.

(b)Joint密 度 の 高 い部 分 ほ ど深 層 風 化 が 進 む.

(c)風 化 層 が急 に除 去 され る と地 表 に は風 化 の お くれ た部 分 が 突 出 し,Tor

と な る.

地 表 下への風化 の進展 の場合,熱 帯湿潤 な環境下で は地表には一 面に植生 がおおい起伏

に差がないよ うに見 えて も,地 表下 で はJointの 密 度 が高 い ところ ほ ど,水 和 作用 が

進みやすいため風化 も速 く進むが,Jointの 密 度 が低 い と ころで は風 化 が お くれ るため

風化層の厚 さに差が生 じるのであ る.

このよ うな観点 か らDartmoorと 西 部に位 置す るBodminmoor地 方 の現 地表 形 の調

査を行 な い,や は りJointの 持 つ役 割の重 要 性 に着 目 し,D.L.Linton等 の 説 を一 層

具体的に実証 しよ うと したのがA.J.Gerrardで あ る19)20).

筆 者 も,か つてJoint密 度 に着 目 し,田 上山地や六 甲山地で計測 を行 な い,そ の結 果

を図化 した2D.

しか し,Jointの 密 度 の認定 や判断 には,大 変微妙 な個人差が生 じて くる.

Dartmoorで は,筆 者 は詳細 な調 査 はで きな か ったが,A.J.Gerrardは こ の地 で調

査を行 な いTorを 形 成 して いる部 分 は,や は り周 囲 よ りJointの 間 隔 が 大 きい こ と

を垂 直および水平 のJointを 計 測 し証 明 した.し か し数値 表 のみ の論 文で あ り,Joint

の認 定や計測地点 の風化状況等 がわか らず,筆 者 は若干疑問 を持 って いる.

そ こで,筆 者な りに現地で概観 し,推 定 した地表 と地表下 のJoint密 度(垂 直Joint

に代 表 させて)の パ ター ンを模式化 し図一5を 作成 した.

1ERl1ARYSURFACES

Fig‐5:Idealizedsectionofjontpattern

図 一5:垂 直 節 理 の密 度 と地 形 断 面模 式 図
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3.Dartmoorの 花w岩 地 形 の 特 徴

小起伏面 とその頂部 の岩 塔(Tor),緩 斜 面 にで きた構造 土(Patternedground)や

芝 におおわれた岩塊(Tarfmound)の 形 成過程等,Dartmoorの 花 商岩地域にみ られ る

特徴的な地形 をA-Fの6グ ループに分け,6ペ ー ジの写 真に整理 した.さ らに,そ れぞ

れの位 置や周囲 の状況が わかるよ うに,主 な地域 の25000分 の1の 地形 図 を原 寸大 で記載

しておいた.

以 下写真 のペー ジの整理順 に,説 明 と考察 を加 えてい く.

Aグ ル ープ:小 起伏 とHayTor(図 一6の 南東部)

小 起伏面上 の起 伏 の頂 に突 出す るTor(457m)で,Dartmoorを 代 表す るTorと

してよ く紹介 されて いる.

写 真A…1とA--2はrTorの 部 分の形状を示す.頂 部 が2つ に分離 して お り,A

1は 北 西側 のTor,A-2は 南 東側 のTorで あ る.現 地 で は,両Tor間 の 中 央部

か らやや北寄 りにs解 体過程 の末期の状態 を示す別 のTorの 残 骸 が見 られた.

A3とA-4は,HayTorを 頂 部 に もつ小起 伏 の規模 や形 態 を示 す ため,距 離 を
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Fig‐6:TopographicMapofDartmoor・A.

図 一6:調 査 地 域 地 形 図 ・A
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おいて ながめてみた ものであ る.こ の うちA-3は 小 起 伏 の 南側 の 下方か らなが め た も

の.故 にA-3頂 部 の右側 のTorがA-2で,左 側 のTorがA1で あ る.こ れ に

対 しA-4は 次 のBグ ル ー プに示す2.5km北 西 方のHoundTorか ら な が め た もの で

ある.故 にA-4の 中 央頂部 の右側 のTorがA-1で,左 側 のTorがm2に 変 わ

る.

この地点 か らみる と,Torの み な らず,こ の高原 にお ける小起 伏 の形態 や その 規模 も

よ くわかる.

な お,A-2でTorの 形 態 とJointの 関 係 を 見 る と,垂 直 のJointの 間 隔 が

右側 へ向 う程せ ま くな って いるよ うす がわか る.こ の差がTorの 解 体 に も影 響 し,右

側 の方 が速 く進 んだ結果,現 在見 られるよ うな左 右非対称 な形態 に至 った ものであ る.っ

ま りJointの 間 隔や密 度の 差 が,Torの 形 態 や その解 体 に重要 な役 割 を持 って い る

ことを示 して いる.

Bグ ル ープ:小 起伏 とHoundTor(図 一6の 北西部)

HayTorの 北 西方2.5kmに 位 置す る小起伏 面上のTor.標 高 は414mで あ る.

B-1は,小 起伏の頂の うち,Torの 最 も高い部分 の花w岩 の状 態を 示す.HayTor

よ り,は るか にJoint密 度 が高 い.

B-2は,小 起伏の 西側中腹か ら,Torの 部 分のみの全景を うつ した ものであ る.

B-3は,さ らに小起状の ド方か ら,小 起伏 の 緩斜面 とTorの 部 分 とが,接 す る状

態をみ た.

B-4は,小 起 伏 の下 端の標 高360m地 点 か らHoundTor全 体 の 位 置 づ け を と ら

えた もので ある.

す なわ ち,B-1～B--4は,小 起 伏 の地形 とその 頂部 に位 置す るTorと の 関係 を

示 した ものであ る.

これに対 しB-5とi・ は,Torの 上 部か ら下方 と周囲を ながめ た もので ある.B-

5付 近 は岩塊がやや細か く,50～100cm位 の 大 きさに割 れ る地域 で岩 塊 片 にお おわれ る緩

斜面が広が って いる.こ れ に対 しB-6は,岩 塊が100cmよ り大 き く割 れ る地 域 で,岩 塊

片 はTorの 直 下 に積 重なって お り,B-5の よ うに斜 面一hに広 が って はい ない.つ ま

り岩塊片の大 きさが,斜 面 上での推積物の広が りの差を生ぜ させて いる例で ある.

さ らに両写真で遠方 をなが めると,Dartmoor高 原 の波浪状に連な るスカイライ ンの特

徴が よ くわか る.

土 地利用は,小 起伏の斜面が放牧場に,小 起伏面の下方や,谷 間 地は小麦等の畑地 とな っ

て いる.

Cグ ル ープ ・小起伏 とGreatStapleTor(図 一7の 中央部)

C-1は,CoxTor(442m)か ら東 方 のGreatStapleTor(中 央 部455m)と

MiddleStapleTor(右 方)を 有す る小起伏の輪郭 をと らえ よ うと した もので ある .

C-2は,1つ の 小起 伏 の尾根 上 に位 置す る2っ のTor,す な わ ちMiddleStaple

Torか らGreatStapleTorを う っ した もの.こ れ に 対 し,逆 にC-3はGreat

StapleTorか らMiddleStapleTorを な がめた ものである.

C-4は,C-3の 頂 に位 置 す るGreatStapleTorの 一 部 で あ る.Torに 近 づ

けば,岩 石 の そそ り立つ状 況 はす ご いが,小 起状 の規模 か らみ るとTorは き わ め て

小 さ く,し か も現在 のTorは,解 体 され て い く過程 の 末期 の形 態で あ る こ とが わ か

る.
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以 上A・B・Cの3グ ル ーフ.で,Dartmoor花w岩Dome上 にみ られ る小起伏 とTor

との 関係を考察 した.

総 体 的にみ ると,DartmoorのTorは 規 模 が小 さい.そ れ は基本 的 に は 花 商岩 の

Joint密 度 が高 いか らで ある.Fグ ル ープの説 明 で記 す石切 場で 地 表下 の岩 盤の状 況 を

見て も同 じ印象を受 けた.

さ らにrDartmoorのTorは 解 体 が速 か った よ うに思 え た.そ れ に はJoint密 度

が高 いこととともに,こ の地 のTorは2輪 廻 地形 の 中で位 置づ け られ る もので深 層風

化層が除去 された結 果出現 した地形で あ り,Torの 表 面程風 代層 に近 い部 分で あ ったわ

けで,そ の意味で も風化解体 は速 い ことが考え られる.
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図一7:調 査地域地形図 ・B

す で に,小 起伏 の中で もD-4に 示 す例 のよ うに,Torが 解 体 ・消去 され て しま った

例 も見 られ る.

Dartmoor地 域 の現気候 環境下で の地形変化,さ らに現地形 の位 置づけを考 えてみるに

は,Torと その周辺 にみ られ る地形の研究は大変 よい場 と材 料 を堤供 して くれて い ると

考え る.

Dグ ル ープ:緩 斜面 にみ られ るゼブラ状構造土 と谷の出現状況

CoxTor側 か ら東方 のGreatStapleTor側 の 斜面 を遠 望 す る と,緩 斜 面 の 中 腹

部を中心 に傾斜 に沿 って,上 方 か ら下方へ と岩塊 片の多 い部分 と植生の多 い部分 とが ほぼ

等間隔に交互 に並 び,ゼ ブ ラ状の構造土 を形成 して いるのが よ くわかる.

徐 々に近づ き,GreatStapleTorの 下 端部 か ら写 したの がm1で あ る.写 真 の ほ

ぼ中央部で岩塊片の 分布が見 られ な くな り,そ れ よ り下方 は草原 となって いる.
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D-2は,さ らに近づ き岩塊 片列を中心 にその両側の草地の状態を含めて ながめてみた

ものである.

D-3は,さ らに斜面 を登 り,ゼ ブ ラ状の形の始 まる上限の部分を示す.こ れ より上方

は岩塊原 の状態 となる.

ゼ ブラ模様の周囲を観察 してみ ると,遠 方か らも目立つ岩塊 片列 の部 分は,間 隙が大き く,

ル ーズで あ り,岩 塊表部 は凹 凸が多 い.む しろ凹部 は,両 側の草地面 よ り低 い.

一 方
,草 地 におおわれ た部 分は,土 壌が発達 して お り,そ のため に植生を繁茂 させてお

り,歩 きやす い部分 とな って いる.

この ことか ら,降 雨が あれば雨水 は岩塊片か らなる列の部分を流下す る ことが想定 され

て くる.そ こが さ らに岩塊 片列下部の土壌を洗 い流す ことになる.そ の くりか え しが一層

岩塊 片列を浮 き出させ,逆 に草地の部分 は腐植土を畜積 させて いき固定化が進む.

このよ うな結果が,斜 面の一L方か ら下方へ向 けての ゼブ ラ状の模様をつ くりだ して きた

もの と考 える.

さ らに緩斜面上の谷の例 をD-4,D-5で 紹 介 してお く.こ の写 真の谷はHameldown

Torの 北 西側緩斜面で と らえた ものであ る.

D-4が 示 す緩斜面 は,草 地 におおわれて いるが,植 生の下 は岩塊原の状態で ある.わ

ずかな くぼみの,雨 水 の流下す る部分が岩塊下の土壌を洗 い出 して い く結果,そ の筋か ら

は植生が消えてい く.こ のよ うな状況が この筋で固定化 しだす と,D-5の よ うに徐 々に

谷が生 じて くる ことがわかる.

す なわち,こ のよ うな ところは現 輪廻 の侵食谷 の最上流部が,小 起伏の緩斜面 を流下 し

て くる布状谷 の中心 とな る筋 へ と近づ き,接 触せ る地域 に見 られ る状況で ある.

Eグ ル ープ:TarfMoundの 形 成

Torの 周 囲には,芝 布(Tarf)の よ うな植 生 にお おわれ る直経50～150cm位 の,地 元

でTarfMoundと よ ばれてい る丸い盛 り上 りがE-1の よ うに,あ た り一面 に おお う

様子がみ られ る.

E-2は,小 起伏 の斜 面上で,こ の よ うなTarfMoundが 最 もよ く発 達 して い る位

置か ら,そ の上方 のTorに 向 けて写 した もの で ある.Moundは 岩 塊 の 下限 まで 見 ら

れ る.

これ に対 しE-3は,同 位 置か ら下方に向けて写 した もので あ り,Moundは 写 真中央

部付近 まで分布 してい るのがわある.

この ようなMoundの 形 成過程をE-4とE-5で 示 す.Moundの 核 は岩塊 片で あ

り,そ の周囲か ら芝が おおいは じめ,そ の うちにE-5の よ うに岩塊片の上端 まで達 し,

最 後 は完全 に芝 によってつつ まれて しまう(メ ジャーは1m)の で ある.

故 にMoundの 分 布範 囲 は,Torの 周 囲 で,か つて岩 塊 片 におお われ た範囲 を 示す

ものであ り,こ の地域の気候 環境が,岩 塊 片原 を形成 した寒冷 な氷期 か ら,岩 塊 片上 まで

植生がおお うよ うな湿潤温暖な気候環境 へと変化 して いる ことを示す.

同 様 に,こ のよ うな岩 塊片の生産 源 であ った はず のTorの 直 下 にはA-2,C-3

で 見 られ るように現在岩塊片 は見 られな いことか らも,岩 塊群の生産期 は現在 とは大 き く

異 なる気候 環境,す なわ ち寒冷な氷期であ った ことが想定 され る.

な お,同 様 な岩塊原地域で あ りなが ら,現 在の気候が一層寒冷 な地域で は,岩 塊 片の う

ち地表に露出する部分が盛 んな凍結風化 を受 け,徐 々に削 り取 られ,平 垣化 して い く過程

にっいては,概 報 でU.S.A.で の 例 を,具 体 的 に図 示 し説 明 して おい た22).
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A:Low‐reliefsurfacewiththeTor--HayTor
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B:Low‐reliefsurfacewiththeTor‐HoundTor
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DStripedpatternedgroundandValleysformedthesurfaceofGentleSlopes
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E:DevelopmentofTarfmounds
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F:ThesurfaceandsubsurfaceConditionsoftheGentleslopedsurface
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Fグ ル ープ:小 起伏面 の地表 と地表下 の状態

今回の調査中,こ の地域 に存在す る1つ の典型的 な小起伏を例 に,そ の頂部か ら下端 ま

での状況を,ま たその間の一部で以下 に記す ような地下の状況を も観察で きる場所 にめ ぐ

まれた.そ れぞれの地点の状況を まとめたのがFグ ループの写真で ある.

F-1は,小 起伏 の上方一帯 にみ られ る岩塊原 であ る.こ の よ うな岩塊 原 は,Torと

そ の直下す なわ ち頂上近 くで は見 られ ない.

F-2は,岩 塊原の下端 に続 く斜面 中腹の堆積物の状態 を示す.

ソーテ ィングの悪 い角 ばった雑多な岩片が堆積 して いる.立 った状態の礫片 もあ り,ク

リープと ソ リフラク ションによる堆積で ある ことを示 して いる.左 側の1mの メ ジャーの

下は岩盤で ある.

F-3は,臨 接 す る小起 伏(図 一7のCoxTorとGreatStapleTor)の 鞍 部 に,

羊 ・山羊等の放牧の ため滲透水を集め るた めに堀 られ たはか りの トレンチで ある.

上 方 か ら5cmの 表 土の下 に25cm位 の 腐植物の混 入す る黒色土が あ り,そ の下 には角礫 を

含 む褐色の土層が60cm程 続 いて基盤の花 高岩 となる.こ のよ うな明瞭 な地層 の変化 こそ,

氷期 か ら温暖湿潤期への気候の変化 に対応 した もの と考 えて よいだろ う.

F-4は,F-3の 鞍 部の下方1kmで,谷 の形態 を とりだす現 輪廻 の谷の谷頭付近 の侵食

状況を示す.常 時はほ とん ど水は無 いよ うで,調 査時 も歩 いて またげ る位の水量で あった.

F-5とF-6は,緩 斜面の中腹に堀込 まれた石切場であ る(図 一7南 東部のMerrivale

Cuarry).こ の付 近の平均 的な花商岩体 の地下での状況を知 るのに幸運 な大型露 頭で あ っ

た.

Jointは,地 表部で見ていたよ うに,こ の石切 場で も平均的間隔は1～3m位 で あ り,

概 して密度が高 く,Dartmoorの 全域 がほぼ この地域 と同様な状況であ ろうと推定 した.

ま た,表 土 はきわ めて薄 く,そ の直下の花 商岩 も新鮮 である.つ ま り斜面 での風化 土壌

化 は,現 在 ほとん ど進 んで いない ことがわか った.

4.さ い こに

今回の調査地はrTor」 の語源地とされるDartmoorの 花簡岩地域である.し か もTor

を通して2輪 廻地形の存在の考え方に至った先学の研究経過を知 り,そ れらの論文を見な

がら現地を訪ねられたことは,筆 者にとって大変良い教訓 となった.

さらに,そ のようにして2輪 廻を経て形成 されたTorと,そ の周囲の地形や地表の

状態が現在 の気候環境のもとで保存 されている状況と,一一方では岩塊が植生におおわれ

ていきTarfmoundと なるようすなど,現 在変化 しっっある状況を も観察す ることがで

きた.

これらは筆者がこれまでに調査 してきた地域 と改めて比較 してみるうえで,さ らには今

後各種の気候帯における花商岩地形を考究するにあたって,き わめて貴重かつ有益な体験

となった.
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Summary

TheDartomoorareaofSouthwestEnglandinWellknownasafocusofgran-

itetopographicresearch.It'sparticularlyfamousforitsTorresearch.This

Dartmoorareaisanellipticalhighlandwiththegraniticportionrisingabove

itintheshapeofadomesome400^-600mabovesealevel.Thetopofthehigh一
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landisatwo‐levellow‐reliefsurface.Researchuptonowreportsthatthe

upper‐levelwasformedduringtheearlyTertiaryPericd.Whilethelower

levelwasformedduringthelateTertiaryPeriod.Theareahadawettropical

climatewithanIndo‐Malayantypeofvegetationcover.Thegranitebeneath

theseforestsisthoughttohavebeendeeplyweathered.

However,sincethePleistocene,theclimatehaschangeddrasticallywiththe

formationofthegreatglaciers.TheDartomoorareawasnotcoveredwithice

sheetsbutexperiencedArcticclimaticconditionsandbecametundra.Atthat

time,vegetationdisappeared,thesurfaceexperiencedstrongfrequentsolifluction,

andthedeeplyweatheredgranitewasgreatlyeroded.Asaresult,theportionsof

theareainwhichweatheringhadprogressedmoreslowlyornotatallappearedon

thesurfaceaswhatwecallTorlandscape.

TheresearchofD.L.Lintonandothersclarifiedthefactthatthistwo‐

cycletopographywasformedduetothechangeinclimate.

However,wearenowinbetweenglacialperiods,andtheDartmoorareaisexpe-

riencingMarineWestCoast(cb)moistandwarmclimaticconditionsunderwhich

weatheringisnowproceeding.Butitsnotthehumidstrongweatheringthatoccurred

duringtheIceAgeformingthetopographyweseetoday.So,thatIceAgeto-

pograpyisbasicallybeingpreservedmakingitanobjectofconsiderableinterest.

AfewofthecharacteresticsofthatfamousTortopographywillbediscussed

next.LookingattheDartmoorTorsupelose,theyappeartobegiganticrocks

mountains,howeverinthistwo‐cycletopoghaphy,theTorsaremorethan5^-20

metershigh.Butfromafar,thesummitandshoulderofthislowreliefland‐

scapearemostlytheselessweatheredgraniteTorareas.SurroundingtheTor

summitsingeneral,therearenumerousrockblockswhichreflectthesevereclimatic

conditionsoftheGlacialAgeinwhichtheywereformed.Ifonelooksclosely

attheseflatrockblocks,onebeginstounderstandthemicro‐topographicaldif-

ferenceseeninthearea.

Fromthesummit,linesoftheseblockscanbeseenspreadingoutlikezebra's

stripesformingpatternedground.Theflatblocksaresurroundedbyturfvegetation

zonesgrowinguptheslopetothetopsoftheblocksandontothem.Wherethe

processprogressedthemost,grassymoundsareformedinakindofturfmound

clusterpattern.Thisphenomenareflectsthewarmtemporateconditionsinwhich

wenowlive.

Finally,withthissurveyofTors,Ihavebeenabletolearnwhatotherre-

searchersbeforemehavefoundoutabouttheexistenceoftwo‐cycletopography.

Furthermore,theTorsandsurrondingtopographicalconditionsformedduringthe

secondcyclearebeingpreservedbyourpresentclimateconditions,yetthegrasses

growingupovertherockblocksrevealyetanotherchangenowinprogresswhich

willbetheobjectoffutureresearch.


